
キーワード：

Keywords:

連続観測用ボアホール応力計の特徴に関するまとめと考察

Summary and Considerations about Characteristics of Borehole Stress

Meter for Continuous Observation
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　当研究所で開発した連続観測用のボアホール応力計に関してはIshii & Asai(2015)に述べられている。また,石

井・浅井（2019）においては開発された応力計の観測可能範囲が広いこと,直流成分にも応答することや震源

に関して地震計と異なる物理情報を得ることができることなどを述べている.連続観測用ボアホール応力計はそ

の他にもいろいろな特徴があり,それらを理解しておくことは今後の地震研究にも役立つと考えられる.そこで

本稿においては考察した結果をまとめた. 

 

　考察した内容は以下の様である. 

　１．「応力計は応力と歪の両方を観測できる」においては応力計が応力と歪の両方を観測できることの説明

のほかに応力計の歪観測システムは従来の円筒の変形を測定する歪観測より測定システムが理解しやすい上に

装置のYoung率も求めることができることを述べている. 

　２．「応力計により観測される応力は歪と異なり岩盤の弾性定数が未知でも求められる」においては応力計

により観測・測定する応力は埋設設置してある岩盤媒質の弾性定数に関係なしに求まることを述べている.歪は

応力計の拡大機構の歪を測定しているので岩盤の歪は直接求まらないが拡大機構のYoung率が求められるので

岩盤媒質のYoung率がわかれば岩盤の歪も求められることを述べている.拡大機構のYoung率を岩盤と同じくす

れば岩盤の歪も直接求めることができる. 

　３．「観測された応力や歪の地震波形などをみると長周期変動の場合,二次元不変量成分と鉛直成分は相似波

形で位相が逆になっている.」この理由を考察した。 

　４．ボアホール応力計で観測される変動の分解能は地上において観測する変位などより２桁近く分解能がよ

い.このことを関東地震,東北地震や伊豆の群発地震の観測データを用いて考察した。 

　５．「応力計・歪計のdynamic range は如何に広いか」ということを石井・浅井（2019）において述べた

が、それに加えてさらなる考察も加えた.

 
連続観測用ボアホール応力計、応力と歪を観測可能、広い観測レンジ、観測された不変量と鉛直

成分の相似性、高い分解能

Borehole Stress Meter for Continuous Observation, Observation of both Stress and Strain, Wide

Observation Range, Similarity of Elastic Invariants and Vertical Component , High Resolution
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